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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 125,280 21.5 5,294 △22.8 5,373 △23.2 3,568 △25.1

2022年３月期第２四半期 103,105 9.6 6,860 248.3 6,993 230.3 4,765 236.4

（注）包括利益 2023年３月期第２四半期 3,637百万円（△24.4％） 2022年３月期第２四半期 4,813百万円（221.2％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年３月期第２四半期 152.74 138.66

2022年３月期第２四半期 221.11 185.33

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年３月期第２四半期 178,681 85,925 47.7

2022年３月期 170,468 83,275 48.5

（参考）自己資本 2023年３月期第２四半期 85,231百万円 2022年３月期 82,626百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年３月期 － 66.00 － 43.00 109.00

2023年３月期 － 46.00

2023年３月期（予想） － 37.00 83.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 262,900 18.0 9,282 △21.0 9,505 △20.6 6,461 △20.7 276.46

１．2023年３月期第２四半期の連結業績（2022年４月１日～2022年９月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：有

３．2023年３月期の連結業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期２Ｑ 23,629,021株 2022年３月期 23,629,021株

②  期末自己株式数 2023年３月期２Ｑ 250,986株 2022年３月期 277,366株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2023年３月期２Ｑ 23,362,964株 2022年３月期２Ｑ 21,552,169株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料P8「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四

半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する

一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々

な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事

項については、添付資料P3「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する

説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症蔓延の影響並びにロシアによるウク

ライナ侵攻など海外情勢の急激な変動に伴うインフレの進行など、経済環境は大きく変化していく状況となり、経済

全体として盛り上がりに欠ける状況となりました。今後も国内の景況感に不透明感が残るものの、足元の状況は、コ

ロナ対策の見直しによる行動制限の緩和等の効果で経済活動が活発になることが期待されております。

　当社グループが属している鉄鋼・建材流通業界におきましては、国内の需要動向は業種業態によりばらつきはある

ものの、極端に落ち込むことなく推移しております。鉄鋼商品市況におきましては、鉄鋼メーカー主導の中で上昇を

続けてまいりましたが、国際市況の動きも含め国内需給の均衡から更なる上昇に歯止めがかかっている状況となって

おります。今後の需要環境におきましては、コロナ対策の緩和に伴う経済活動の活発化に伴う需要の回復が徐々に見

込めておりますが、鉄鋼市況環境は国際情勢を踏まえた中で、今後の見極めが難しい局面となっております。

　当社グループにおきましては、鉄鋼商品販売事業については、需要が低調に推移する環境下、メーカー主導の中で

の市況上昇に伴う仕入コスト上昇に対し、販売価格への反映に取り組むとともに、各拠点の在庫並びに加工設備を最

大限活用することで、販売数量確保と収益向上に向けて積極的に営業展開してまいりました。

　また、建材商品販売事業・工事請負事業につきましても、受注分の大型工事案件を順調に進めるとともに、安定的

な収益確保に向け中小型案件の受注活動、さらには来期に向けた大型工事案件の受注活動も積極的に行ってまいりま

した。

　業績につきましては、売上高は、鉄鋼商品販売事業において販売数量は若干落ち込んだものの、販売単価が上昇し

たこと、工事請負事業が大型工事物件を中心に順調に推移したことから1,252億80百万円（前年同期比21.5％増）と

なりました。損益面におきましては、鉄鋼商品販売において販売数量が前年同期に対し減少したこと、市況が高止ま

りするなかで、仕入単価の上昇に伴う在庫単価の上昇から在庫商品販売を中心に利益率が低下したこと、さらには、

人件費の増加を主要因とする販管費の増加により、営業利益52億94百万円（前年同期比22.8％減）、経常利益53億73

百万円（前年同期比23.2％減）となりました。

　セグメント別の業績は、次のとおりであります。

①九州・中国エリア

　前年同期に対し、鉄鋼商品販売事業において販売単価の上昇を主要因に、売上高は増加いたしました。損益につき

ましては、販管費の増加により減益となりました。その結果、外部顧客への売上高は697億８百万円（前年同期比

25.8％増）、セグメント利益は25億35百万円（前年同期比2.9％減）となりました。

②関西・中京エリア

　前年同期に対し、鉄鋼商品販売事業において販売数量は減少したものの、販売単価が上昇したこと、並びに工事請

負事業が増加したことから売上高は増加いたしました。損益につきましては、鉄鋼商品販売事業の販売数量の減少と

利益率の低下、さらに販管費の増加により減益となりました。その結果、外部顧客への売上高は303億56百万円（前

年同期比27.0％増）、セグメント利益は11億32百万円（前年同期比29.6％減）となりました。

③関東・東北エリア

　前年同期に対し、鉄鋼商品販売事業において販売数量は減少したものの、販売単価の上昇により売上高は増加いた

しました。損益につきましては、鉄鋼商品販売事業の販売数量の減少と利益率の低下、さらに販管費の増加により減

益となりました。その結果、外部顧客への売上高は252億15百万円（前年同期比6.0％増）、セグメント利益は15億49

百万円（前年同期比42.4％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

　前連結会計年度末比82億12百万円増加し、1,786億81百万円となりました。主な要因は、電子記録債権が16億82百

万円、商品及び製品が41億52百万円増加したことによるものです。

（負債の部）

　前連結会計年度末比55億62百万円増加し、927億55百万円となりました。主な要因は、未払法人税等が15億64百万

円減少したものの、支払手形及び買掛金が10億72百万円、短期借入金が67億円増加したことによるものです。

（純資産の部）

　前連結会計年度末比26億50百万円増加し、859億25百万円となりました。主な要因は、利益剰余金が25億64百万円

増加したことによるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、当社グループの主要販売商品である鉄鋼商品の市況動向や販売状況に鑑み、2022年

11月11日に通期の連結業績予想を修正いたしました。

　詳細につきましては、2022年11月11日に公表いたしました「2023年３月期第２四半期業績予想と実績との差異、通

期業績予想の修正、剰余金の配当（中間配当）の修正及び期末配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照くださ

い。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,351 6,081

受取手形、売掛金及び契約資産 57,062 58,372

電子記録債権 13,730 15,412

商品及び製品 26,656 30,809

原材料及び貯蔵品 3,289 4,013

その他 3,022 3,381

貸倒引当金 △85 △93

流動資産合計 110,028 117,978

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 21,592 22,012

土地 29,133 29,133

その他（純額） 6,347 6,017

有形固定資産合計 57,072 57,163

無形固定資産

その他 279 266

無形固定資産合計 279 266

投資その他の資産

その他 3,757 3,944

貸倒引当金 △670 △671

投資その他の資産合計 3,087 3,273

固定資産合計 60,440 60,703

資産合計 170,468 178,681

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 25,964 27,036

電子記録債務 20,590 20,411

短期借入金 26,950 33,650

未払法人税等 3,374 1,809

賞与引当金 2,043 2,042

工事損失引当金 29 8

その他 3,274 2,862

流動負債合計 82,226 87,821

固定負債

社債 3,138 3,137

役員退職慰労引当金 46 20

退職給付に係る負債 839 829

資産除去債務 158 158

その他 784 787

固定負債合計 4,967 4,934

負債合計 87,193 92,755

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,462 5,462

資本剰余金 5,422 5,423

利益剰余金 71,854 74,418

自己株式 △377 △341

株主資本合計 82,362 84,962

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 221 229

繰延ヘッジ損益 41 38

退職給付に係る調整累計額 0 0

その他の包括利益累計額合計 264 268

非支配株主持分 648 694

純資産合計 83,275 85,925

負債純資産合計 170,468 178,681
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 103,105 125,280

売上原価 89,223 111,975

売上総利益 13,882 13,305

販売費及び一般管理費 7,021 8,010

営業利益 6,860 5,294

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 14 16

受取家賃 36 38

その他 97 53

営業外収益合計 152 112

営業外費用

支払利息 7 13

売上割引 6 7

その他 5 12

営業外費用合計 19 32

経常利益 6,993 5,373

特別利益

固定資産売却益 171 －

特別利益合計 171 －

特別損失

固定資産売却損 － 3

特別損失合計 － 3

税金等調整前四半期純利益 7,165 5,370

法人税等 2,295 1,736

四半期純利益 4,869 3,633

非支配株主に帰属する四半期純利益 103 65

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,765 3,568

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 4,869 3,633

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △42 7

繰延ヘッジ損益 △17 △3

退職給付に係る調整額 3 △0

その他の包括利益合計 △55 3

四半期包括利益 4,813 3,637

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,709 3,572

非支配株主に係る四半期包括利益 104 64

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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